
H30/04/01現在

町　長 教　委 農　委 議　会 計

18 ～ 20 歳 0 0 0 0 0

21 ～ 25 歳 12 2 0 0 14

26 ～ 30 歳 21 5 0 0 26

31 ～ 35 歳 9 2 1 0 12

36 ～ 40 歳 15 0 0 0 15

41 ～ 45 歳 26 2 2 0 30

46 ～ 50 歳 18 4 0 1 23

51 ～ 55 歳 10 2 0 1 13

56 ～ 60 歳 7 2 0 0 9

61 ～ 63 歳 2 1 0 0 3

合 計 120 20 3 2 145

町　長 教　委 農　委 議　会 計

課 長 昇 任 2 0 0 0 2

課 長 補 佐 昇 任 2 0 0 0 2

係 長 昇 任 5 0 0 0 5

新 規 採 用 5 1 0 0 6

合 計 14 1 0 0 15

 

町　長 教　委 農　委 議　会 計

3 0 0 0 3

町　長 教　委 農　委 議　会 特別会計等 農業共済 計

H30/04/01現在職員数 105 20 3 2 15 0 145

定員適正化計画職員数 113 26 3 2 15 1 160

（１）評価方法

被評価者 評価者 評価補助者 調整者 確認者

係　員 課局長 係長・課局長補佐 副町長 町　長

係長・課局長補佐 課局長 - 副町長 町　長

課局長 副町長 - 町　長 町　長

H30/04/01現在人口 歳出額(A) 人件費(B) 人件費比率(B/A)

14,768人 6,430,153 947,790 14.74%

職　員　数　（A) １人あたりの

給　料 職員手当 期末勤勉手当 手当計 計(B) 給与費(B/A)

456,408 68,136 182,591 250,727 707,135 5,440

町　長 教　委 農　委 議　会 計

371,058 65,493 10,685 9,172 456,408

54,345 10,138 1,765 1,888 68,136

148,789 25,257 4,549 3,996 182,591

574,192 100,888 16,999 15,056 707,135

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

板　倉　町 292,569円 40.5歳

大学卒 高校卒

板　倉　町 179,200 147,100

国（一種） 179,200 147,100

　１　職員の任免及び職員数に関する状況（再任用職員を含む。）

（１）職員の年齢層別職員数

平成30年度 板倉町人事行政の運営等の状況の公表

　第１　町長その他任命権者の報告事項

定員適正化計画（実施年度：平成17年度～平成21年度）

※「特別会計等」は介護保険会計／国民健康保険会計／下水道会計

※商工会派遣職員は町長部局に含むが、衛生施設組合派遣職員、東部水道企業団派遣職員は定員外。

（２）職員の任用状況　(平成30年度中の昇任及び新規採用数）

（３）職員の退職状況　（平成30年度中の退職者数）

退 職 者

（４）定員管理の状況

　２　職員の人事評価の状況

　平成28年度から職員が発揮した能力の程度を評価する「能力評価」と、業務に関する目標を定めた上で当該目標を達成した程度を評価す
る「業績評価」の二本立ての評価を実施しています。

（２）評価者、評価補助者、調整者及び確認者

　３　職員の給与の状況(再任用職員を含む）

（１）人件費の状況（単位：千円）

（２）給与費の状況（特別会計及び派遣職員の一部を除く。再任用職員を含む。）

■給与費の状況（単位：千円）

給　与　費

130人

■部局別給与費の状況（単位：千円）

給 料

職員手当（期末勤勉以外）

期 末 勤 勉 手 当

（４）職員の初任給の状況（H30/04/01現在）

区　　　分
一般行政職

合 計

（３）職員の平均給料月額、並びに平均年齢の状況（特別会計及び派遣職員の一部を除く。H30/04/01現在年齢）
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町　長 教　委 農　委 議　会

始 業 ・ 終 業 時 刻 08:30-17:15 08:30-17:15 08:30-17:15 08:30-17:15

休 憩 時 間 12:00-13:00 12:00-13:00 12:00-13:00 12:00-13:00

町　長 教　委 農　委 議　会

平均取得日数（平成30年） 7.8 6.2 17.6 5.5

消 化 率　％（平成30年） 19.6% 15.6% 44.0% 13.7%

町　長 教　委 農　委 議　会

0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 2 0 0 0

取 得 率 （ ％ ） 100.0% - - -

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 7 0 0 0

取 得 率 （ ％ ） 100.0% - - -

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 6 0 0 0

取 得 率 （ ％ ） 100.0% - - -

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 0 0 0 0

取 得 率 （ ％ ） - - - -

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 1 0 0 0

取 得 率 （ ％ ） 50.0% - - -

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 0 0 0 0

【制度の概要】

　職員の心身の疲労を回復させ、労働力の維持培養を図ることを目的に、年の途中で採用された職員を除き、暦年につき20日付与される。
また、前年未消化の年次有給休暇は20日まで繰り越し可能のため、最大付与日数は40日。

※年内に産前・産後休暇を取得した者、育児休業中、部分休業中、新規採用職員、再任用職員は対象から除く。
特別会計職員は、町長部局に含める。

　４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（派遣職員を含めない）

（１）勤務時間の状況

（２）年次有給休暇

（３）特別休暇

■選挙権その他公民としての権利の行使

【制度の概要】

　選挙権その他公民権の行使にあたり与えられる休暇で、期間はその都度任命権者が必要と認める期間

取 得 者 数

■証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方議会その他の官公署への出頭

【制度の概要】

　証人、鑑定人、参考人等として、国会、裁判所、地方議会その他の官公署へ出頭するにあたり与えられる休暇で、期間はその都度任命権
者が必要と認める期間

取 得 者 数

■ドナー休暇

　職員が結婚する場合で、結婚式、旅行その他の結婚に伴い必要と認められる行事等のため勤務しないことが相当であると認められるとき
に与えられる休暇で、期間は結婚の日の 5日前から当該結婚日後 1年を経過する日までの間における連続する 5日以内

【制度の概要】

　骨髄移植のためドナーとして登録を申し出、又は骨髄液を提供するのに伴う、必要な検査、入院等を行うにあたり与えられる休暇で、期
間はその都度任命権者が必要と認める期間

取 得 者 数

■ボランティア休暇

【制度の概要】

■職員の出産（産前休暇）

【制度の概要】

　 6週間（多胎妊娠の場合にあっては14週間）以内に出産予定の女子に与えられる休暇で、期間は産前 6週間（多胎妊娠の場合は14週間）

　職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで、社会に貢献する活動を行う場合で、その勤務しないことが相当と認められるときに与えられる
休暇で、期間は 1の年において 5日の範囲内

取 得 者 数

■職員の結婚

【制度の概要】

　妻の入院の日から出産の日後 2週間を経過する日までの期間に与えられる休暇で、期間は 2日の範囲内

■職員の出産（産後休暇）

【制度の概要】

　出産した女子に与えられる休暇で、期間は出産の翌日から 8週間

■育児時間

■男性の育児休暇

【制度の概要】

　妻の産前 6週、産後 8週の期間における子の養育のために与えられる休暇で、期間は 5日の範囲内

【制度の概要】

　生後 1年に達しない子を養育する職員が、授乳等を行う場合に与えられる休暇で、期間は子が 1歳に達するまで 1日 2回それぞれ30分間

■配偶者の出産休暇

【制度の概要】
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町　長 教　委 農　委 議　会

0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

延 べ 取 得 者 数 12 3 0 0

延 べ 取 得 日 数 37.5 3.5 0.0 0.0

町　長 教　委 農　委 議　会

0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 97 19 3 2

平 均 取 得 日 数 2.9 3.0 3.0 3.0

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 2 0 0 0

合 計 取 得 日 数 17 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 0 0 0 0

合 計 取 得 日 数 0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 5 1 0 0

合 計 取 得 日 数 265.0 26 0 0

取 得 日 数 ／ 人 53.0 26.0 - －

町　長 教　委 農　委 議　会

取 得 者 数 7 0 0 0

 1年未満 2 0 0 0

 1年以上 1年 6月未満 4 0 0 0

 1年 6月以上 3年未満 1 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

7 0 1 0

■生理休暇

【制度の概要】

　生理に有害な職務に従事する女性職員及び生理日において勤務することが著しく困難な女性職員について、2日の範囲内でその都度任命権
者が認める時間又は日数

取 得 者 数

■忌引

【制度の概要】

　職員の親族が死亡した場合で、職員が葬儀、服喪その他の親族の死亡に伴い必要と認められる行事等のため勤務しないことが相当である
と認められるとき与えられる休暇

■父母の祭日

【制度の概要】

　父母の死亡後15年以内に行われる追悼のための特別な行事を行うときに与えられる休暇で期間は 1日の範囲内

取 得 者 数

（４）介護休暇

■夏季休暇

【制度の概要】

　 7月から 9月までの間における、週休日及び休日を除いて原則として連続する 3日の範囲内の期間で与えられる休暇

■子の看護のための休暇

【制度の概要】

　職員が負傷又は病気の小学校就学の始期に達するまでの子の看護を行う場合で、その勤務しないことが相当と認められるときに与えられ
る休暇で、期間は1年において 5日の範囲内

【制度の概要】

　職員が配偶者、父母、子及び配偶者の父母並びに同居している祖父母や兄弟姉妹等で負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障
があるものの介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合に休暇の取得を可能とする制度で無給。

取 得 者 数

（５）病気休暇

■要介護者の介護のための休暇

【制度の概要】

　要介護者の介護その他の町長が別に定める世話を行う職員が、当該世話を行うため勤務しないことが相当であると認められるときに
与えられる休暇で、期間は1年において 5日の範囲内

　５　職員の休業に関する状況

■育児休業

【制度の概要】

【制度の概要】

　職員が、病気又は負傷の治療に専念するため、その心身の故障が治癒するまでの間、次の基準により勤務を免除する制度

　○公務上の負傷又は疾病～医師の証明に基づき必要な期間

　○結核性疾病～3年を超えない範囲において、医師の証明等に基づき任命権者が必要と認める期間

　○結核性以外の私傷病～90日を超えない範囲において、医師の証明等に基づき任命権者が必要と認める期間

■育児部分休業

【制度の概要】

　職員が、その小学校就学の始期に達するまでの子を養育するにあたり、公務の運営に支障のない範囲で、1日の勤務時間の一部を勤務しな
いことを可能とする制度

　職員が任命権者の承認を受けて、その 3歳に満たない子を養育するため、子が 3歳に達する日までの期間を限度として職務に従事しない
ことを可能とする制度

取 得 者 数
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町　長 教　委 農　委 議　会

免 職 0 0 0 0

降 任 0 0 0 0

休 職 2 0 0 0

降 給 0 0 0 0

合 計 ( 人 ) 2 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

免 職 0 0 0 0

停 職 0 0 0 0

減 給 0 0 0 0

戒 告 0 0 0 0

合 計 ( 人 ) 0 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

承 認 件 数 10 0 0 0

農 業 6 0 0 0

不 動 産 4 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

延 べ 免 除 件 数 112 20 3 2

定 期 健 康 診 断 25 5 1 0

研 修 0 0 0 0

新規採用

職員研修

一　　般

職員研修

係長研修  H17～ 4

課長研修  H 6～ 2

そ の 他  H 6～ 15

 H 5～ 0

 H 5～ 0

 年1回程度 122

 H15～ 4

155

（１）分限処分

　分限処分は、公務能率を維持することを目的として、一定の事由がある場合に、職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分
であり、その種類として、「免職」「降任」「休職」「降給」があります。

（２）懲戒処分

　懲戒処分は、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うことにより、公務における規律と秩序を維持することを目的とする処分で
あり、その種類として、「免職」「停職」「減給」「戒告」があります。

　６　職員の分限及び懲戒処分の状況

　公務に対する町民の信頼に影響を及ぼすような非違行為が発生した場合には、そのような行為を行った職員に対し厳正に処分を行ってい
ます。

　　○職員は、争議行為等をしてはならない。

　７　職員の服務の状況

（１）地方公務員の服務規律について

【概要】

　服務の根本基準は、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこ
れに専念しなければならない」というものである。

　　○職員は、法令及び上司の命令に従う義務がある。

　　○職員は、原則として、営利企業等への従事が禁止されている。

（２）営利企業等の従事の状況（人）

（３）職務に専念する義務の特例に関する条例による免除の状況（人）

　　○職員は、信用を失うような行為をしてはならない。

　　○職員又は職員であった者は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。

　　○職員は原則として、その勤務時間及び職務上の注意力のすべてを、その職務遂行のために用い、

　　　当該地方公共団体がなすべき責を有する職務にのみ従事しなければならない。

　　○職員は、政治的行為の制限を受けるとともに、公職選挙法による政治的活動も禁止されている。

人間ドック検査受診
及 び 検 査 結 果 説 明

87 15 2 2

　８　職員の退職管理の状況

　平成28年4月1日施行の地方公務員法の一部改正により、「板倉町職員の退職管理に関する規則」を制定しました。
　これに伴い、元職員による現場職員への働きかけが禁止され、再就職者から働きかけを受けた場合は、その旨を公平委員会へ届け出る必
要があります。

　９　職員の研修の状況

■職員の研修の状況

研　　修　　名 実施年度 修了者数 備　　　　　　考

職 員 研 修 所

研 修

 S47～ 7

 H17～ 1

 群馬県自治研修センター研修 など

県 実 務 研 修

海 外 研 修

職 場 研 修  ハラスメント防止研修

地 域 課 題 合 同 研 修  １市５町による合同研修

合 計

　※研修の実施状況については、平成30年度中に職員が参加した研修の累計
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町　長 教　委 農　委 議　会

25 5 1 0

町　長 教　委 農　委 議　会

87 15 2 2

町　長 教　委 農　委 議　会

町　長 教　委 農　委 議　会

1 0 0 0

町　長 教　委 農　委 議　会

      20,000       20,000       20,000       20,000

       5,000        5,000        5,000        5,000

       5,000        5,000        5,000        5,000

      30,000       30,000       30,000       30,000

      20,000       20,000       20,000       20,000

災 害       20,000       20,000       20,000       20,000

医 療        5,000        5,000        5,000        5,000

永年勤続(表彰)給付       30,000       30,000       30,000       30,000

　１０　職員の福祉及び利益の保護の状況

分煙対策
の 実 施

分煙対策
の 実 施

（１）職員の健康の保持増進対策

■定期健康診断

受 診 者 数

■人間ドック

（２）公務災害補償の実施状況

【制度の概要】

　職員が、公務中に負傷した場合や公務が原因で病気になった場合は、一般的に公務災害として取り扱われ、「地方公務員災害補償法」が
適用される。

認 定 件 数

受 診 者 数

■職場における喫煙対策

喫 煙 対 策 分煙対策
の 実 施

分煙対策
の 実 施

■職員会における個人給付事業及び給付単価(最高額) （単位：円）

給 付 事 業 名
給 付 単 価

各 種 祝 金

結 婚 祝 金

出 産 祝 金

そ の 他 祝 金

職員(会員 )本人慶弔金

家 族 ( 配 偶 者 ) 慶 弔 金

退 会 給 付
退会給付金 ※金券含む
(在職 30年以上の場合)

      70,000       70,000

慶 弔 金

      70,000       70,000

災 害 見 舞 金

入 院 ・ 傷 病 見 舞 金

勤 続 20 年

（３）共済制度

【制度の目的】

　相互救済により組合員及びその家族の生活の安定と福祉の向上に寄与し、公務の能率的運営に資することを目的としている。

【事業、財源及び負担割合】

　短期給付、長期給付及び福祉事業を行っており、これらを行うのに必要な費用は、「組合員の掛金」と「地方公共団体の負担金」によっ
て賄われている。その負担割合は、短期給付、長期給付及び福祉事業において50％ずつである。また、短期給付及び長期給付を実施するた
めに必要な事務費は、地方公共団体が負担している。
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　第２　公平委員会の報告事項

　１　勤務条件に関する措置の要求の状況

　勤務条件に関する措置の要求の状況　《　0件　》

　２　不利益処分に関する措置の要求の状況

　不利益処分に関する措置の要求の状況　《　0件　》

　３　職員からの苦情相談の状況

　職員からの苦情相談の状況　《　0件　》
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